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梅
雨
が
明
け
、
さ
わ
や
か
さ
が
感

じ
ら
れ
る
６
月
29
日
、
中
城
村
浜
漁

港
で
第
５
回
中
城
ハ
ー
リ
ー
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る

と
と
も
に
水
産
業
の
振
興
、
海
に
親

し
む
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
行
わ
れ

た
「
ハ
ー
リ
ー
ま
つ
り
」
に
は
、
村

内
外
か
ら
の
多
く
の
人
達
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

仲
本
善
光
実
行
委
員
長
は
「
数
々

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
企
画
し
て
い

ま
す
。
相
互
の
融
和
を
深
め
、
最
後

ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

三
町
村
漁
業
組
合
ハ
ー
リ
ー
競

漕
、
小
・
中
学
生
に
よ
る
ハ
ー
リ
ー

競
漕
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
域
ハ
ー
リ
ー
に
は
、
21
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
㈱
興
建
チ
ー
ム
が
新
記

録
で
の
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。

婦
人
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
余

興
や
民
謡
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
中
城
村
教

育
委
員
会
が
主
催
す
る
組
踊
県
内
普

及
公
演
が
、
７
月
５
日
、
吉
の
浦
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

立
組
踊
劇
場
（
仮
称
）
設
立
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
一
般
県
民
を
対

象
に
組
踊
の
啓
蒙
・
普
及
と
組
踊
に

対
す
る
理
解
を
促
進
し
、
伝
統
芸
能

の
継
承
発
展
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
、
伝
統
組
踊
保
存
会
が
出
演

し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
仲
座
盈
助
村

教
育
長
は
「
村
民
の
芸
術
文
化
に
対

す
る
理
解
と
愛
着
が
湧
き
、
文
化
の

振
興
に
も
な
り
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

公
演
は
、
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、

前
半
は
、「
老
人
・
老
女
」、「
若
衆

こ
て
い
節
」
な
ど
の
琉
球
舞
踊
。
後

半
は
、
組
踊
「
執
心
鐘
入
」
が
演
じ

ら
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
指
導
主
事

の
石
垣
皓
次
氏
の
解
説
、
歌
や
セ
リ

フ
の
字
幕
も
表
示
さ
れ
る
な
ど
、
わ

か
り
や
す
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

津
覇
か
ら
来
た
新
垣
榮
一
さ
ん

（
80
）
は
、「
昔
は
ね
ぇ
、
津
覇
で
は
、

『
中
城
若
松
』
と
い
っ
て
芝
居
を
し

て
い
た
さ
ぁ
。
地
謡
を
し
て
い
て
、

三
線
を
弾
い
て
い
た
か
ら
見
に
き
た

さ
ぁ
。」
と
昔
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
懐
か
し
そ
う
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。

大
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
願

大
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
願 

中
城
ハ
ー
リ
ー
ま
つ
り

中
城
ハ
ー
リ
ー
ま
つ
り 

大
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
願 

中
城
ハ
ー
リ
ー
ま
つ
り 
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中
城
村
選
挙
管
理
委
員
会
が
７
月

８
日
に
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴

う
中
城
村
議
会
議
員
選
挙
が
、
９
月

３
日
告
示
、
８
日
投
票
。
農
業
委
員

会
委
員
の
一
般
選
挙
が
、
９
月
17
日

告
示
、
９
月
22
日
投
票
に
決
ま
り
ま

し
た
。

６
月
14
日
か
ら
開
か
れ
た
中
城
村

議
会
の
６
月
定
例
会
で
、
村
か
ら
提

案
さ
れ
た
情
報
公
開
条
例
案
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
情
報
公
開
条
例
案
は
、
住
民

か
ら
の
直
接
請
求
に
よ
る
も
の
で
、

地
方
自
治
法
第
74
条
に
よ
る
と
「
選

挙
権
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
総
数
の

50
分
の
１
以
上
の
者
の
連
署
を
も
っ

て
、
そ
の
代
表
者
か
ら
、
長
に
対
し
、

条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」と
な
っ
て
い
る
。

中
城
村
は
、
５
月
27
日
の
同
条
例

制
定
の
本
請
求
を
前
に
、
制
定
を
求

め
る
５
１
３
人
分
の
署
名
を
審
査
し

た
結
果
、
４
８
８
人
分
を
確
定
し
た
。

村
長
は
、
同
条
例
制
定
請
求
に
対
す

る
慎
重
審
議
を
求
め
た
意
見
書
を
附

け
て
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
情
報
公
開
条
例
は
、

１
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
と
は
、
国
や
県
・
他
市
町
村

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
接
続
す
る
こ
と

で
、
住
民
票
の
中
の
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
住
所
に
住
民
票
コ
ー

ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
に
よ
り
、

全
国
共
通
の
本
人
確
認
を
可
能
と
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
住
民
の
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
電

子
政
府
・
電
子
自
治
体
を
実
現
す
る

た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
年
金
や
児
童
扶
養
手

当
等
の
請
求
、
建
築
士
の
免
許
等
の

許
認
可
事
務
等
に
本
人
確
認
の
た
め

住
民
票
の
写
し
の
添
付
を
求
め
ら
れ

て
い
た
場
合
が
あ
り
、
そ
の
都
度
役

場
で
証
明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
よ
っ
て
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
住
所
な
ど
の
本
人
確
認
情
報
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。（
民
間
で
の
使
用
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。）

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
の
全
て
の
人
に
設
定
さ
れ

る
コ
ー
ド
（
11
桁
の
数
字
）
で
、
全

国
共
通
で
重
複
し
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
８

月
５
日
以
降
に
全
国
一
斉
に
住
所
地

の
市
区
町
村
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
行
政
機
関
（
国
・
県
等
）

へ
の
届
出
、
申
請
の
際
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
８
月
か
ら
は
、
住
民
票

の
写
し
が
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村

か
ら
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申

請
に
よ
り「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。「
カ
ー
ド
」
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
転
出

し
た
場
合
の
手
続
き
が
引
越
先
だ
け

で
可
能
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
（
８
９
５
┃

２
１
３
１
）

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
住
民
票
の
記

載
事
項
と
し
て
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
が
新
た
に
導
入
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
行
政
機
関
（
国
、

県
、
市
町
村
な
ど
）
へ
の
各
種
の
届
出
、
申
請
な
ど
の

際
に
住
民
票
の
添
付
が
省
略
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
か
ら
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

住
民
票
コ
ー
ド
の
通
知
例

※情報公開条例の目的
行政機関（市町村等）が保有する

公文書の開示を請求する権利を明

らかにするとともに、住民が必要

とする情報を提供することにより、

行政に対する理解と信頼を深め、

公正で開かれた行政を推進するこ

とを目的としている。

日　時：平成14年８月８日（木）

午後３時

場　所：吉の浦会館　研修室

◎お問い合わせ　

中城村選挙管理委員会事務局　

895-2131(内線271・211)
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5月26日、屋宜のウマチー。

玉城殿にて拝む。

６月２６日新垣にて（ウヌサクの代用品ヨーグルト）

民俗調査ボランティア求む！

※とりわけ、年中行事や門中､屋号､地名

についての情報提供者、調査協力者を

探しています。地域のことに詳しい方

､幼少時代をよく記憶なさっている方､

歴史や文化に関心のある方はどうぞご　

一報を！

生涯学習課　８９５-３７０７
（前原直子）
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千円

千円

(

予算現額
128,137千円

支出済額
119,432千円

予算現額
709,076千円

支出済額
535,507千円

予算現額
381,551千円

支出済額
338,853千円

予算現額
1,137,104千円

支出済額
1,075,164千円

予算現額
172,972千円

支出済額
67,088千円

予算現額
865,876千円

支出済額
808,564千円

予算現額
393,742千円

支出済額
372,923千円

予算現額
503,730千円

支出済額
227,931千円

予算現額
766,923千円

支出済額
369,603千円

予算現額
4,525千円

支出済額
4,525千円

予算現額
209,374千円

支出済額
3,280千円

（93.2％）

（1.6％）（100.0％）

（95.4％）

（48.2％）

（ ）内は執行率

予算現額 収入済額 支出済額 執行率

1,272,008 1,312,633 87.5%

89.0%1,050,5421,038,8151,180,244

1,326,595 607,508 568,196 42.8%

426,652 86,320 272,894 64.0%

（単位：千円）

国民健康
保険事業

老人保健
会　　計

土地区画
整理会計

下水道
会　　計

水道事業
会　　計

会計名

391,534 378,307 357,957 91.4%

1,499,314

介護保険
会　　計 933,397 812,213 810,501 86.8%

地
方
自
治
法
第
二
四
三
条
の
三
第
一
項
及
び
中
城
村
財
政

事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
「
財
政

事
情
の
公
表
」
は
、
村
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
年
二
回
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
並
び
に
財
産
、
地
方
債
及
び

一
時
借
入
金
の
現
在
高
、
そ
の
他
財
政
に
関
す
る
事
項
が
公

表
さ
れ
ま
す
。

基　　金
有価証券

土　地　 289,111㎡

建　物　 30,714㎡

収入済額

村の借金 3,357,600千円

村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
そ の 他

計
予 算 額
収 入 比 率

952,413千円
48,607千円
16,803千円
92,453千円
13,443千円
23,152千円

1,797,316千円
1,860千円
4,583千円
62,060千円
465,033千円
160,523千円
3,914千円
50千円

217,388千円
258,228千円
24,873千円
147,400千円
3,458千円

4,293,557千円
5,491,023千円

78.2％

予算現額
218,013千円

支出済額
208,005千円

（94.6％）

（38.8％）

（88.8％）

（45.2％）

（94.7％）

（75.5％）879,443千円
3,798千円

（93.4％）
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Information

刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
又
は
拘

置
所
に
勤
務
し
、
被
収
容
者
に
対

し
、
日
常
生
活
の
指
導
、
職
業
訓

練
の
指
導
、
悩
み
ご
と
に
対
す
る

助
言
指
導
な
ど
を
行
う
と
も
に
、

施
設
の
保
安
警
備
の
任
に
当
た
る

刑
務
官
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
14
年
７
月
25
日
（
木
）
〜
　

８
月
８
日（
木
）

受
験
資
格

刑
務
Ａ
　
昭
和
48
年
４
月
２
日

〜
昭
和
60
年
４
月
１

日
生
れ
の
男
子

刑
務
Ｂ
　
昭
和
48
年
４
月
２
日

〜
昭
和
60
年
４
月
１

日
生
れ
の
女
子

試
験
日

平
成
14
年
９
月
22
日
（
日
）

試
験
場

沖
縄
大
学

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
刑
務
所

９
４
８
┃

１
０
９
６

受
付
期
間

平
成
14
年
７
月
25
日
（
木
）
〜

８
月
８
日（
木
）

受
験
資
格

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜

昭
和
60
年
４
月
１
日
生
れ
の
者

採
用
予
定
数
　
約
40
名

試
験
日

平
成
14
年
９
月
29
日
（
日
）

試
験
地

東
京
都
、
大
阪
府
、
那
覇
市
な

ど
全
国
で
10
ヵ
所

◎
お
問
い
合
わ
せ

福
岡
入
国
管
理
局
那
覇
支
局

８
３
２
┃

４
１
８
５

九
州
・
沖
縄
に
在
住
し
て
感
じ

た
日
本
、
見
え
た
日
本
、
体
験
し

た
こ
と
、
将
来
の
夢
、
日
本
へ
の

提
言
な
ど
得
意
で
興
味
の
あ
る
テ

ー
マ
で
日
本
語
弁
論
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
　
時

２
０
０
２
年
９
月
21
日（
土
）

会
　
場

天
神
ビ
ル

（
福
岡
県
中
央
区
天
神
在
）

応
募
方
法

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
収
録
し
た

ス
ピ
ー
チ
と
そ
の
原
稿
及
び
写

真
２
枚
を
同
封
し
８
月
９
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
・
持
参
す

る
。

◎
宛
先
・
お
問
い
合
わ
せ

福
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
中
央
区
天
神
１
┃

10
┃

24

福
岡
三
和
ビ
ル
３
Ｆ

０
９
２
┃

７
８
１
┃

７
４
１
０

我
国
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ

り
住
宅
、
社
会
資
本
の
充
実
の
担

い
手
で
あ
る
建
設
業
に
働
く
若
者

か
ら
建
設
業
に
対
し
て
、
こ
れ
か

ら
期
待
す
る
も
の
、
夢
、
現
在
考

え
て
い
る
こ
と
な
ど
「
若
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
の
提
言

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

建
設
業
に
働
く
30
歳
未
満
の
方

応
募
方
法

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚
程
度

応
募
期
間

平
成
14
年
６
月
３
日
（
月
）

〜
８
月
１
日
（
木
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
１
┃

３
┃

25

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

沖
縄
セ
ン
タ
ー

８
６
２
┃

３
２
１
２

平
成
14
年
度
「
児
童
・
生
徒
の

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

開
催
場
所

八
重
山
平
和
祈
念
館

平
成
14
年
７
月
24
日
（
水
）

〜
８
月
２
日
（
金
）

平
良
市
役
所
ロ
ビ
ー

平
成
14
年
８
月
５
日
（
月
）

〜
８
月
９
日
（
金
）

県
庁
１
階
（
県
民
ホ
ー
ル
）

平
成
14
年
８
月
13
日
（
火
）

〜
８
月
16
日
（
金
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館

９
９
７
┃

３
８
４
４

心
配
ご
と
相
談
所
は
、
広
く
住

民
の
日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
、
適
切
な
助
言
を
行
っ

て
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
日
　
　
毎
週
水
曜
日

時
　
間
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所
　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
予
約
も
随
時
受
付
け
て

い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

中
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

８
９
５
┃

４
０
８
１

国
土
交
通
省
で
は
、
近
年
の
交

通
事
故
の
厳
し
い
発
生
状
況
や
交

通
量
の
多
い
地
域
に
お
け
る
自
動

車
の
排
出
ガ
ス
、
騒
音
等
に
よ
る

環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

14
年
度
に
お
い
て
、
全
国
的
に

「
不
正
改
造
車
の
排
除
」
の
た
め

の
諸
活
動
に
協
力
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
総
合
事
務
局

運
輸
部
　
車
両
安
全
課

８
６
６
┃

０
０
３
１

税
務
相
談
室
は
、
税
金
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
ご
質
問
に
お
答
え

す
る
窓
口
で
、
国
税
局
、
国
税
事

務
所
を
は
じ
め
、
全
国
の
主
要
な

税
務
署
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
国
税
事
務
所

税
務
相
談
室

９
３
８
┃

１
１
５
８

今
月
（
７
月
）
は
、
固
定
資
産

税
第
２
期
分
の
納
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。
７
月
31
日
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。
な
お
、
第
１
期
分
を
ま
だ

納
め
て
な
い
場
合
は
合
わ
せ
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

中
城
村
役
場
　
税
務
課

８
９
５
┃

２
１
３
１
（
２
４
２
）

刑
務
官

入
国
警
備
官

外
国
人
に
よ
る
日
本
語

弁
論
大
会
出
場
者
募
集

「
児
童
・
生
徒
の
平

和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

建
設
業
に
働
く
若
者
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

今
月
は
固
定
資
産
税

の
納
期
で
す

心
配
ご
と
相
談

2月28日1月31日

村県民税 固定資産税

12月2日 12月25日

5月31日5月31日7月1日

7月31日9月30日

軽自動車税

第１期

第２期

第３期

第４期

税目
期別

お
気
軽
に
税
金
相
談

不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動

仲松正敏委員の辞任により、平成14年7月11日付け
で比嘉政夫氏が就任しました。

住　　所　中城村字奥間133番地

生年月日　昭和17年3年28日　

本年も７月１日から社会を明るくする運動が行われ
ます。この運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防
止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、そ
れぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない明るい
社会を築こうとする運動であり、全国的な運動です。

◎お問い合わせ
沖縄県実行委員会事務局（那覇保護観察所）
８５３-２９４５（更生保護振興課　村田・出口）



中
城
小
学
校
創
立
一
二
〇
周
年 

記
念
事
業
の
資
金
造
成 

阿
部
敏
郎
・
惣
領
智
子 

ハ
イ
サ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
が 

６
月
16
日
の
日
曜
授
業
参
観
の
日
に 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

比
嘉
敏
彦
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は 

「
阿
部
さ
ん
の
歌
が
聴
け
る
こ
と
を 

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
で
も
あ
る
の
で 

一
緒
に
事
業
成
功
の
た
め 

取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

中
城
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
の 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
７
月
９
日 

吉
の
浦
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

会
員
の
親
睦
交
流
と
体
力
増
進
を
目
的
に 

夏
の
太
陽
が
サ
ン
サ
ン
と 

照
り
つ
け
る
中
、 

親
子
で
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

会
員
の
親
睦
交
流
と 

健
康
増
進
を
目
的
と
し
た 

第
28
回
中
城
村
老
人
ク
ラ
ブ 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
17
日
、 

吉
の
浦
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で 

各
支
部
か
ら
33
チ
ー
ム
が
参
加
し
て 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

決
勝
戦
は
、
久
場
Ａ
と
安
里
Ｂ
が
対
戦
し 

接
戦
の
す
え
、
久
場
Ａ
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

大
会
に
参
加
し
た
85
歳
以
上
の
方
に
は 

ご
長
寿
賞
と
し
て
記
念
品
が 

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

宜
野
湾
警
察
署
管
内
の 

国
道
３
２
９
号
沿
い
の
事
業
所
が 

作
成
し
た
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
看
板
」 

の
掲
示
式
が
、
６
月
25
日 

役
場
前
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

事
業
所
運
転
手
を
代
表
し
て 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ 

中
城
営
業
所
の
宮
城
俊
雄
さ
ん
は
、 

「
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り 

交
通
事
故
防
止
に
努
め
る 

と
と
も
に
薄
暮
時
の
午
後
５
時
か
ら
の 

ラ
イ
ト
点
灯
を
実
践
す
る
」
と 

宣
言
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。 

中
城
小
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創
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の
資
金
造
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阿
部
敏
郎
・
惣
領
智
子 

ハ
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サ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
が 

６
月
16
日
の
日
曜
授
業
参
観
の
日
に 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

比
嘉
敏
彦
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は 

「
阿
部
さ
ん
の
歌
が
聴
け
る
こ
と
を 

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
で
も
あ
る
の
で 

一
緒
に
事
業
成
功
の
た
め 

取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

中
城
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
の 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
７
月
９
日 

吉
の
浦
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

会
員
の
親
睦
交
流
と
体
力
増
進
を
目
的
に 

夏
の
太
陽
が
サ
ン
サ
ン
と 

照
り
つ
け
る
中
、 

親
子
で
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

会
員
の
親
睦
交
流
と 

健
康
増
進
を
目
的
と
し
た 

第
28
回
中
城
村
老
人
ク
ラ
ブ 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
17
日
、 

吉
の
浦
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で 

各
支
部
か
ら
33
チ
ー
ム
が
参
加
し
て 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

決
勝
戦
は
、
久
場
Ａ
と
安
里
Ｂ
が
対
戦
し 

接
戦
の
す
え
、
久
場
Ａ
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

大
会
に
参
加
し
た
85
歳
以
上
の
方
に
は 

ご
長
寿
賞
と
し
て
記
念
品
が 

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

宜
野
湾
警
察
署
管
内
の 

国
道
３
２
９
号
沿
い
の
事
業
所
が 

作
成
し
た
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
看
板
」 

の
掲
示
式
が
、
６
月
25
日 

役
場
前
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

事
業
所
運
転
手
を
代
表
し
て 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ 

中
城
営
業
所
の
宮
城
俊
雄
さ
ん
は
、 

「
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り 

交
通
事
故
防
止
に
努
め
る 

と
と
も
に
薄
暮
時
の
午
後
５
時
か
ら
の 

ラ
イ
ト
点
灯
を
実
践
す
る
」
と 

宣
言
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。 

５
月
28
日
津
覇
小
学
校
で 

平
和
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

６
月
23
日
の
慰
霊
の
日
を
前
に 

平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と 

児
童
集
会
の
時
間
を
利
用
し
て 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

映
画
「
月
桃
の
花
」
で
お
な
じ
み
の 

海
勢
渡
豊
さ
ん
を
迎
え 

歌
と
語
り
で 

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

６
月
21
日
に
は
、
学
童
疎
開
船 

「
対
馬
丸
」
の
平
良
啓
子
さ
ん
を 

迎
え
て
の
平
和
学
習
も 

行
い
ま
し
た
。 

５
月
28
日
津
覇
小
学
校
で 

平
和
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

６
月
23
日
の
慰
霊
の
日
を
前
に 

平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と 

児
童
集
会
の
時
間
を
利
用
し
て 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

映
画
「
月
桃
の
花
」
で
お
な
じ
み
の 

海
勢
渡
豊
さ
ん
を
迎
え 

歌
と
語
り
で 

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

６
月
21
日
に
は
、
学
童
疎
開
船 

「
対
馬
丸
」
の
平
良
啓
子
さ
ん
を 

迎
え
て
の
平
和
学
習
も 

行
い
ま
し
た
。 
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土
先 負

木
仏 滅

１
6月23日

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
6月24日

３
6月25日

４
6月26日

５
6月27日

６
6月28日

７
6月29日

８
6月30日

９
7月1日

１０
7月2日

１１
7月3日

１２
7月4日

１４
7月6日

１５
7月7日

１６
7月8日

１８
7月10日

１９
7月11日

２０
7月12日

２２
7月14日

３１
7月23日

１
7月24日

２
7月25日

３
7月26日

４
7月27日

５
7月28日

６
7月29日

７
8月1日

８
8月2日

１０
8月4日

２３
7月15日

２４
7月16日

２５
7月17日

２６
7月18日

２７
7月19日

２８
7月20日

２９
7月21日

３０
7月22日

木
友 引

金
先 負

土
仏 滅

日
大 安

月
赤 口

火
先 勝

水
友 引

木
先 負

金
仏 滅

土
大 安

日
赤 口

月
先 勝

水
先 負

火
友 引

木
仏 滅

金
大 安

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

火
大 安

金
大 安

土
赤 口

日
先 勝

月
友 引

火
先 負

水
仏 滅

木
大 安

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

火
大 安

木
先 勝

金
友 引

日
仏 滅

月
大 安

火
赤 口

水
先 勝

２１
7月13日

１１
8月5日

水
赤 口

１３
7月5日

１７
7月9日

奥　間ふれあい事業
北上原ふれあい事業

健康相談日[午前９時～11時] 役場

水
赤 口

14,993
7,675
7,318
4,935

(027)
(018)
(009)
(011)

※ (    )内は前月との比較

９
8月3日

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

健康相談日[午前９時～11時] 役場

歯科検診（吉の浦会館）
H12.８.14日～H12.10.８日[受付：午後１時～１時30分]
H12.２.14日～H12.４.８日[受付：午後１時～１時30分]
H10.２.14日～H10.４.８日[受付：午後２時30分～３時]

健康相談日[午前９時～11時] 役場
当　間ふれあい事業
伊舎堂保健福祉推進事業（健康教育）

健康相談日[午前９時～11時] 役場

乳幼児健診（老人福祉センター）
[受付：午後１時30分～２時30分] 

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

●訂正とお詫び
広報なかぐすく第114号の13頁、国民年金の半額免除の
納付可能期間は、20年とありますが、正しくは2年の誤り
です。訂正してお詫び致します。

20年（誤）→ 2年（正）
広報なかぐすく第114号の17頁、6月のカレンダーの中で
ツベリクリン反応検査等の6月3日～7日までの事業が、１
日ずれていました。関係者に対しご迷惑をおかけしました
ことをお詫び致します。

３歳児健診（吉の浦会館）
H10.12.7生～H11.2.1生[受付：午後１時30分～２時30分] 

住民健診結果説明会
津 覇 [受付：午前９時30分～11時] 

住民健診結果説明会
南　　浜 [受付：午前９時30分～11時] 
北　　浜 [受付：午後１時30分～３時] 

高齢者水中運動教室（教育委員会）
住民健診結果説明会
当　　間 [受付：午前９時30分～11時] 
安　　里 [受付：午後１時30分～３時] 

健康相談日[午前９時～11時] 役場

中頭郡体育大会（村体協）

石川市長杯少年野球大会（～２６日）

婦人学級（村婦連）

村議会議員選挙

住民健診結果説明会
浜　　　 [受付：午前９時30分～11時] 

奥間・中城団地 [受付：午後１時30分～３時] 

南上原ふれあい事業
浜　ふれあい事業

住民健診結果説明会
和宇慶 [受付：午前９時30分～11時] 
伊 集 [受付：午後１時30分～３時] 

住民健診結果説明会
北上原 [受付：午前９時30分～11時] 
南上原 [受付：午後１時30分～３時] 

健康相談日[午前９時～11時] 役場

精神保健デイケア（がじゅまる会）

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

母親学級①（吉の浦会館）[受付：午後１時30分～４時] 

浜　ふれあい事業
南上原ふれあい事業

母親学級②（吉の浦会館）[受付：午後１時30分～４時] 

親子ふれあいピクニック（社協）

高齢者水中運動教室（教育委員会）

高齢者水中運動教室（教育委員会）

高齢者水中運動教室（教育委員会）

こども水泳教室（教育委員会）

こども水泳教室（教育委員会）

福岡県方城町との交流会（～18日）

こども水泳教室（教育委員会）

こども水泳教室（教育委員会）

英会話教室（教育委員会）

こども水泳教室（教育委員会）

こども水泳教室（教育委員会）

高
齢
者
水
中
運
動
教
室（
〜
16
日
）

２学期始業式（各学校）

「
空
き
か
ん
は
、
家
ま
で

ご
一
緒
に
」

８
月
１
日
〜
８
月
31
日
は
、

空
き
か
ん
等
散
乱
防
止
強

化
月
間
で
す
。

心配ごと相談（毎週水曜日）

心配ごと相談（毎週水曜日）［午後１時～４時］ 心配ごと相談（毎週水曜日）［午後１時～４時］

心配ごと相談（毎週水曜日）［午後１時～４時］

心配ごと相談（毎週水曜日）［午後１時～４時］
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早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
宣
言 

早
め
の
ラ
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ト
点
灯
を
宣
言 
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Topics

６月２８日吉の浦会館で、第３３回老人クラブ大会と
第３０回レクリエーション大会が、３００名余りの会
員が参加して行われました。
老人クラブ大会では、老人クラブの歌斉唱、中村会長
のあいさつの後、高額寄付者や優良単位クラブ等に対
する感謝状、表彰状が授与されました。
受賞者を代表して比嘉秀夫前会長は「与えられた義務
や責任を果たしただけで身に余る光栄です。今後も一
会員として協力していく決意です。」と話しました。
新垣村長は「元気なおじいさん、おばあさんが多けれ
ば多いほどすばらしいことだと思います。いつまでも
若々しく生きてください。」中部地区老連の大川さんは
「介護保険の世話にならないことが私たちのできるボラ
ンティアです。」と話し、それぞれ祝辞をおくりました。
その後行われたレクリエーション大会では、古典部の
演奏による幕開の後、各支部や各部の余興が出され、
和やかな雰囲気のもと最後はカチャーシーで幕を閉じ
ました。

6月28日

6月3日

★

★

★

津覇小学校の６年生は、総合学習
の時間に「北浜海岸クリーン大作
戦」と題しての環境教育を行いま
した。
６年生８３名の他に第１１管区海
上保安本部の海上環境課の職員ら
が立ち会い、ゴミや海の漂着物の
分別作業を行いました。
狩俣稔国際海洋汚染対策官は「子
供の頃からの、ゴミをださない教
育が必要である。」と話しながら、
子供たちの質問に答えていました。

５月２８日に開催された宜野湾地区防犯協会の平成１４年度定期総
会において、津覇小学校野球クラブを指導している米須清健さん
（南上原在）が防犯功労者として表彰されました。
米須さんは、少年野球チームの監督として、防犯対策を呼びかける
駅伝を実施するなど、永年にわたり青少年健全育成活動に尽力した
ことが認められました。
また、前中城村婦人連合会会長の喜屋武千枝さんと中城村伊集に事
業所がある㈱興建に対しても、感謝状が授与されました。

５月２５日に行われた全国小学生ソフトテニス県大会予選を兼ねた
第９回宮城勉杯で、優秀の成績をおさめた中城クラブの皆さんが優
勝杯や数々のトロフィー、賞状を手に６月１０日､村長への報告を
行いました。
新垣村長は、「こんなにすばらしい成績であることに驚いています。
全国大会でも頑張ってください。」と選手達を激励しました。
キャプテンの渡慶次菜奈さんは「全国大会では、力を出し切って悔
いの残らない試合をしたいです。」と決意を述べました。

沖縄県中学校空手道大会で優勝した中城中学校の空手部の皆さんが
５月２０日、優勝報告で役場を訪れました。
宮城助役は「優勝おめでとうございます。これからも練習に励み、
全国大会での活躍を期待します。」と激励しました。

5月20日 ・
6月10日

5月28日

琉球大学に新たに設けられた副学長に本村
南上原出身の村山盛一氏が就任しました。
５月３１日、副学長就任の祝賀会が吉の浦
会館で行われ、多くの村民がお祝いに駆け
つけました。
村山氏は「ふるさとの皆さんに祝ってもら
うことが一番光栄で嬉しく思います。私の
原点は中城です。これからも頑張っていき
たいと思います。」と話しました。

5月31日
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